
会議結果の公表

附属機関等の名称 沖縄県立図書館協議会

日　時 令和５年11月14日（火）　13:30～16:30

場　所 沖縄県立図書館６階研修室

出席委員名
山口真也委員（会長）、榮野川敦委員（副会長）、金城伸子委員、上原千秋
委員、安藤由美委員、田端一正委員、松前英行委員、吉村聡子委員、呉屋美奈
子委員（９名）

議題及び報告事項

　　　　　　　　 会長・副会長の選任
報告事項１　沖縄県立図書館の概要及び運営状況等について
協議事項１　沖縄県立図書館運営方針に基づく図書館評価（令和４年度対
　　　　　　　　象）について

会議の概要

委嘱状交付式終了後、委員自己紹介、会長・副会長の選任を行い、委員互選によ
り、会長に山口委員、副会長に榮野川委員が選任された。
その後、報告事項、協議事項について、質疑応答及び協議を行った。
委員からの質疑及び協議結果等については別紙のとおり。

公開・非公開の別 公開

非公開の場合の理由

所管課等 沖縄県立図書館

問い合わせ先 総務班　担当　渡慶次・亀川
電話　098-894-5858

備　考



別紙 1/2

会議結果の公表

附属機関等の名称 沖縄県立図書館協議会

日　時 令和５年11月14日（火）　13:30～16:30

場　所 沖縄県立図書館６階研修室

報告事項１　沖縄県立図書館の概要及び運営状況等について
 ○令和４年度の資料費予算が下がっている理由について、教育委員会内施策への対応
以外に電気料金高騰の影響との説明があったが、令和４年度も電気料金の影響はあった
のか。
　〈回答〉令和４年度についても、電気料金高騰により年度内に光熱水費予算が不足
　　　　　することが見込まれたため、資料費を含め図書館予算を光熱水費に流用する必
　　　　　要があった。

協議事項１　沖縄県立図書館運営方針に基づく図書館評価（令和４年度対象）
　　　　　　　　　について

<質疑＞
〇評価の指標で展示架稼働率とあるが、一般的な指標であるのか。
(回答)沖縄県立図書館独自の指標である。図書館にある展示架がどれだけ展示として利
　　　　用されているかを見る数値であるが、 目標設定時に回数の目処が立っていなかったた
　　　　め、「率」で設定した。新館開館後からの実績もあるので、より実態を反映するような
　　　　見直しも必要かと考えている。

○令和６年３月導入予定の自主学習席Web予約システムについて、自主学習席は何席
あるか。Web予約が困難な小学生やちょっとした調べもののために来館した利用者用の席は
あるか。
〈回答〉座席は全体で約500席あり、そのうち自主学習席は約150席ある。自主学習席等
　　　　の予約が必要な席以外に予約不要の席も一部ある。子ども向けには予約不要の
　　　　「わらびんちゃー席」がある。また、Web予約が困難な場合は、電話やカウンターでの
　　　　予約受付も想定している。
　
○自主学習席のWeb予約による利用登録者数増加への取り組みについて、利用登録なし
で自主学習席を利用できないか。
〈回答〉利用登録がない場合、館内での予約ができるがWebでは予約できない。Web予約
　　　　のため利用登録に訪れた際に自主学習以外の図書館サービスを案内することで図書
　　　　館利用を増加させたいと考えている。
　
○図書館の評価・検証は、他の図書館でも行っていると思うが、方法について一般的な
フォーマットはあるか。
〈回答〉評価の方法について、特にひな型的なものは示されていない。各自治体に任されて
　　　　おり、本館では県の他事業で使用しているフォーマットを参考に評価・検証を行っ
　　　　ている。

会議の概要
（委員からの質疑等）
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<委員意見＞
○県（行政）のフォーマットではなく、他の図書館の方法を参考にした方が、図書館により
フィットした評価ができるのではないか。目標にしたい図書館の方法や全国平均の一般的な
方法等があれば評価がしやすいのではないか。

〇評価の目標値等の分析の仕方は適正か。数年前に計画を立てていると思うので、図書館
側の努力が形として見えてくる評価の設定も必要ではないか。

○YouTubeやTikTok等のSNSをもっと工夫し活用することで、若い世代や小さい子を持つ
親が興味を持つ広報ができるのではないか。

〇アンケートで図書館レファレンスサービスについて、「知っているけど使ったことがない」、「知ら
ない」の回答率がそれぞれ約40％あるので、SNSも含め広報活動をお願いしたい。

＜協議結果等＞
　各委員の意見を参考に、後日、会長と事務局が調整し、外部評価コメントを作成すること
が確認された。


